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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】
 

回次
第39期

第３四半期累計期間
第40期

第３四半期累計期間
第39期

会計期間
自2019年４月１日
至2019年12月31日

自2020年４月１日
至2020年12月31日

自2019年４月１日
至2020年３月31日

売上高 （千円） 7,616,788 6,910,924 10,596,125

経常利益 （千円） 140,950 141,891 161,951

四半期（当期）純利益 （千円） 69,359 136,948 90,767

持分法を適用した場合の投資利益 （千円） － － －

資本金 （千円） 2,155,352 2,155,352 2,155,352

発行済株式総数 （千株） 16,623 16,623 16,623

純資産額 （千円） 4,351,708 4,469,828 4,360,249

総資産額 （千円） 14,656,683 14,064,358 13,776,942

１株当たり四半期（当期）純利益

金額
（円） 4.23 8.35 5.54

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額
（円） － － －

１株当たり配当額 （円） － － 3.50

自己資本比率 （％） 29.69 31.78 31.65

 

回次
第39期

第３四半期会計期間
第40期

第３四半期会計期間

会計期間
 自2019年10月１日
 至2019年12月31日

 

 自2020年10月１日
 至2020年12月31日

 

１株当たり四半期純利益金額 （円） 0.44 0.89

　（注）１．当社は、四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度にかかる主要な経営指標等の推移に

ついては記載しておりません。

２．売上高には、消費税等は含んでおりません。

３．持分法を適用した場合の投資利益については、関連会社１社を有しておりますが、重要性の観点から持分法

損益等の注記を省略しているため、記載しておりません。

４．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。

５．１株当たり四半期（当期）純利益金額の算定に用いられた普通株式の期中平均株式数については、自己名義

所有株式分を控除する他、信託が保有する自己株式を控除し算定しております。

 

２【事業の内容】

　　当第３四半期累計期間において、当社が営む事業の内容について、重要な変更はありません。また、主要な関係

会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

当第３四半期累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

 

２【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

（1）経営成績の分析

当第３四半期累計期間における世界経済は、新型コロナウイルス感染症の影響により大きく減速した後、緩や

かな回復の兆しも見えておりましたが、年末にかけての感染再拡大にともない、警戒感が強まってまいりまし

た。

米国経済は、企業業績の改善が鈍化し欧州経済も減速傾向が強まっております。一方、中国経済は回復傾向を

維持したものの力強さはなく、新興国経済も一進一退で推移しました。日本経済についても、海外経済の影響か

ら輸出の減少等が依然として継続しており、厳しい環境となっております。

今後も新型コロナウイルス感染症の更なる拡大への強い懸念等から、世界経済の不安定な状況は当面継続する

ものと思われます。

このような経済環境の中で、当社の属するファインケミカル業界につきましても不透明感は強く、加えて、従

来からの原材料の価格変動、販売価格競争の継続もあり売上・収益環境の厳しさに変化はありません。

具体的な当社の当第３四半期累計期間における業績は、主力製品である紫外線吸収剤の売上高が大きく減収と

なり、電子材料や写真薬中間体、酸化防止剤等も減収となる一方で受託製造製品は、相応に増収を確保したもの

の化学品事業全体では減収となりました。ホーム産業事業も、木材保存薬剤の販売は堅調であったものの、シロ

アリ駆除工事等が抑制されたことから減収となりました。売上高全体では、前年同四半期比705百万円減収の

6,910百万円（前年同四半期比9.3％減）となりました。利益面については、受託製造製品等の積極的取り込みや

経費圧縮等で減収の影響をおぎない営業利益は314百万円（同6.3％増）、経常利益は営業外費用として生産休止

費用を133百万円計上したものの141百万円（同0.7％増）となりました。税引前四半期純利益につきましては、特

別利益として土地売却益6百万円、保険解約返戻金43百万円を計上したことから187百万円となりました。四半期

純利益につきましては、法人税、住民税及び事業税が6百万円、法人税等調整額が44百万円となり136百万円（同

97.4％増）となりました。

 

セグメント別の業績は次のとおりであります。

 

（化学品事業）

当第３四半期累計期間の売上高は、主力製品である紫外線吸収剤が前年同四半期比690百万円減の3,818百万円

（前年同四半期比15.3％減）となったことに加えて、電子材料が同151百万円減の113百万円（同57.0％減）、写

真薬中間体が同82百万円減の105百万円（同43.8％減）、酸化防止剤が同76百万円減の230百万円（同24.9％

減）、製紙用薬剤が同35百万円減の195百万円（同15.6％減）となり、受託製造製品が同348百万円増の1,573百万

円（同28.5％増）であったものの、全体では同682百万円減の6,087百万円（同10.1％減）で着地いたしました。

また、セグメント利益は547百万円（同0.2％減）を計上いたしました。

 

（ホーム産業事業）

当第３四半期累計期間の売上高は、木材保存薬剤の売上高が前年同四半期比30百万円増の699百万円（前年同四

半期比4.5％増）となる一方で、その他が同53百万円減の123百万円（同30.2％減）となったことから、全体では

同23百万円減の823百万円（同2.7％減）となりました。また、セグメント利益は55百万円（同88.0％増）を計上

いたしました。
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（2）財政状態の分析

当第３四半期末（以下「当四半期末」という）の総資産は、前事業年度末（以下「前期末」という）比287百万

円増加し、14,064百万円となりました。流動資産は同92百万円増の8,298百万円、固定資産は同195百万円増の

5,766百万円となりました。

流動資産の増加の主な要因は、商品及び製品が439百万円、原材料及び貯蔵品が107百万円、その他の流動資産

が95百万円増加した一方で、現金及び預金が314百万円、受取手形及び売掛金が162百万円、仕掛品が74百万円減

少したことなどによるものであり、固定資産の増加の主な要因は、有形固定資産のその他（純額）が288百万円増

加した一方で、投資その他の資産のその他が106百万円減少したことなどによるものであります。

当四半期末の負債は、前期末比177百万円増加し、9,594百万円となりました。流動負債は同124百万円増の

6,402百万円、固定負債は同53百万円増の3,191百万円となりました。

流動負債の増加の主な要因は、支払手形及び買掛金が206百万円、電子記録債務が87百万円、１年内返済予定の

長期借入金が96百万円増加した一方で、未払法人税等が77百万円、賞与引当金が52百万円、その他の流動負債が

136百万円減少したことなどによるものであり、固定負債の増加の主な要因は、長期借入金が37百万円増加したこ

となどによるものであります。

当四半期末の純資産は、前期末比109百万円増加し4,469百万円となりました。純資産の増加の主な要因は、四

半期純利益を136百万円計上した一方で、配当金の支払57百万円があったことによるものであります。この結果、

自己資本比率は31.8％となりました。

 

（3）会計上の見積り及び当該見積りに用いた仮定

前事業年度の有価証券報告書に記載した「経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の

分析」中の会計上の見積り及び当該見積りに用いた仮定の記載について、重要な変更はありません。

 

（4）優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題

当第３四半期累計期間において、当社が優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題について、重要な変更は

ありません。

 

（5）研究開発活動

当第３四半期累計期間における研究開発活動の金額は188百万円であります。

なお、当第３四半期累計期間において、当社の研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

 

 

３【経営上の重要な契約等】

当第３四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 66,000,000

計 66,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末現
在発行数（株）
　 （2020年12月31日）

提出日現在発行数（株）
（2021年２月10日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 16,623,613 16,623,613
東京証券取引所

市場第二部

単元株式数

100株

計 16,623,613 16,623,613 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

 

②【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（株）

発行済株式
総数残高
（株）

資本金増減
額（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金
増減額
（千円）

資本準備金
残高
（千円）

2020年10月１日～

2020年12月31日
－ 16,623,613 － 2,155,352 － 1,052,562

 

（５）【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（６）【議決権の状況】

　　　当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、

記載することができないことから、直前の基準日（2020年９月30日）に基づく株主名簿による記載をしており

ます。

①【発行済株式】

    2020年12月31日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式  － － －

議決権制限株式（自己株式等）  － － －

議決権制限株式（その他）  － － －

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式）

1,254 －普通株式 188,000

完全議決権株式（その他） 普通株式 16,427,300 164,273 －

単元未満株式 普通株式 8,313 － －

発行済株式総数  16,623,613 － －

総株主の議決権  － 165,527 －

 

②【自己株式等】

    2020年12月31日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合
（％）

ケミプロ化成株式会社
神戸市中央区京町

８３番地
62,600 125,400 188,000 1.13

計 － 62,600 125,400 188,000 1.13

（注）他人名義で所有している理由等

株式給付信託（BBT）の信託財産として、株式会社日本カストディ銀行(旧資産管理サービス信託銀行株式会社、

信託Ｅ口）（東京都中央区晴海１丁目8-12）が所有しております。

 

２【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期累計期間における役員の異動は、次のとおりであります。

 役職の異動

 

新役職名 旧役職名 氏名 異動年月日

常務取締役
生産本部長兼
相生工場長兼
明石工場長

取締役
生産本部長兼
相生工場長兼
明石工場長

赤瀬　寿 2020年７月１日
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第４【経理の状況】

１．四半期財務諸表の作成方法について

　当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（2007年内閣府令第63

号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期会計期間（2020年10月１日から2020年12

月31日まで）及び第３四半期累計期間（2020年４月１日から2020年12月31日まで）に係る四半期財務諸表について、

有限責任 あずさ監査法人による四半期レビューを受けております。

 

３．四半期連結財務諸表について

　当社は子会社がありませんので、四半期連結財務諸表を作成しておりません。
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１【四半期財務諸表】

（１）【四半期貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前事業年度

(2020年３月31日)
当第３四半期会計期間
(2020年12月31日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 1,890,032 1,575,817

受取手形及び売掛金 2,607,663 ※ 2,445,499

商品及び製品 2,835,404 3,274,552

仕掛品 142,054 67,860

原材料及び貯蔵品 500,900 608,650

その他 236,523 332,380

貸倒引当金 △6,453 △6,492

流動資産合計 8,206,125 8,298,269

固定資産   

有形固定資産   

建物（純額） 1,007,580 994,080

土地 2,870,604 2,870,396

その他（純額） 1,349,140 1,637,551

有形固定資産合計 5,227,324 5,502,028

無形固定資産 11,235 9,589

投資その他の資産   

投資有価証券 86,016 114,431

その他 262,471 155,754

貸倒引当金 △16,230 △15,714

投資その他の資産合計 332,257 254,471

固定資産合計 5,570,816 5,766,089

資産合計 13,776,942 14,064,358
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  （単位：千円）

 
前事業年度

(2020年３月31日)
当第３四半期会計期間
(2020年12月31日)

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 793,110 ※ 999,437

電子記録債務 442,387 ※ 530,139

短期借入金 2,850,000 2,850,000

1年内返済予定の長期借入金 1,191,350 1,287,825

未払法人税等 77,130 －

賞与引当金 101,016 48,107

その他 823,616 ※ 687,179

流動負債合計 6,278,612 6,402,688

固定負債   

長期借入金 2,004,100 2,041,925

退職給付引当金 470,943 496,950

株式給付引当金 21,962 11,313

その他 641,076 641,652

固定負債合計 3,138,081 3,191,841

負債合計 9,416,693 9,594,529

純資産の部   

株主資本   

資本金 2,155,352 2,155,352

資本剰余金 1,052,567 1,052,567

利益剰余金 1,176,445 1,255,431

自己株式 △51,399 △40,751

株主資本合計 4,332,966 4,422,600

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 27,282 47,228

評価・換算差額等合計 27,282 47,228

純資産合計 4,360,249 4,469,828

負債純資産合計 13,776,942 14,064,358
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（２）【四半期損益計算書】

【第３四半期累計期間】

  （単位：千円）

 
前第３四半期累計期間
(自　2019年４月１日
　至　2019年12月31日)

当第３四半期累計期間
(自　2020年４月１日
　至　2020年12月31日)

売上高 7,616,788 6,910,924

売上原価 6,509,027 5,812,306

売上総利益 1,107,760 1,098,618

販売費及び一般管理費 811,890 784,203

営業利益 295,870 314,415

営業外収益   

受取利息 2 3

受取配当金 4,207 4,391

受取賃貸料 15,170 8,400

その他 9,842 13,502

営業外収益合計 29,222 26,297

営業外費用   

支払利息 52,430 54,111

生産休止費用 120,741 133,911

賃貸収入原価 3,891 4,613

その他 7,078 6,184

営業外費用合計 184,142 198,821

経常利益 140,950 141,891

特別利益   

土地売却益 － 6,251

保険解約返戻金 － 43,004

特別利益合計 － 49,255

特別損失   

訴訟関連損失 － ※ 4,000

特別損失合計 － 4,000

税引前四半期純利益 140,950 187,146

法人税、住民税及び事業税 36,702 6,181

法人税等調整額 34,888 44,016

法人税等合計 71,590 50,197

四半期純利益 69,359 136,948
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【注記事項】

（会計方針の変更）

該当事項はありません。

 

（四半期財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理）

該当事項はありません。

 

（追加情報）

（新型コロナウイルス感染症の影響拡大に伴う会計上の見積りへの影響について）

新型コロナウイルス感染症の拡大による減収の影響は前事業年度末日において、１年程度で概ね回復すると

の仮定のもと将来の課税所得に反映させておりますが、新型コロナウイルス感染症の収束時期および課税所得

への影響額の予想には相当程度の不確実性を含んでおり、これらが当社の予想と大きく乖離した場合には多額

の繰延税金資産の取り崩しが発生する可能性があります。

また、新型コロナウイルス感染症に起因する当社取引先の貸倒発生に関する情報は入手していないため、

一般債権の貸倒引当金算定の基礎となる貸倒実績率にその影響を織り込んではおりません。しかしながら当

社ホーム産業事業の取引先には中小企業が多く含まれており、新型コロナウイルス感染症により取引先の業

績が悪化した場合には、相当額の貸倒損失が発生する可能性があります。

なお、前事業年度末に行った会計上の見積りの前提となる仮定に重要な変更はありません。
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（四半期貸借対照表関係）

※　四半期会計期間末日満期手形及び電子記録債務

 四半期会計期間末日満期手形及び電子記録債務の会計処理については、当四半期会計期間末日が金融機関

の休日でしたが、満期日に決済が行われたものとして処理しております。当四半期会計期間末日満期手形及

び電子記録債務の金額は、次のとおりであります。

 
前事業年度

（2020年３月31日）
当第３四半期会計期間
（2020年12月31日）

受取手形 －千円 9,137千円

支払手形 － 26,678

電子記録債務 － 160,678

その他（営業外電子記録債務） － 5,497

 

（四半期損益計算書関係）

※　訴訟関連損失

前事業年度（自　2019年４月１日　至　2019年12月31日）

　該当事項はありません。

 

当事業年度（自　2020年４月１日　至　2020年12月31日）

　2020年６月26日開催の第39期定時株主総会における株主提案により、株主総会関連費用4,000千円を訴訟

関連損失として、特別損失に計上しております。

（四半期キャッシュ・フロー計算書関係）

　　　当第３四半期累計期間に係る四半期キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半期累

計期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。

 

 
前第３四半期累計期間
（自 2019年４月１日
至 2019年12月31日）

当第３四半期累計期間
（自 2020年４月１日
至 2020年12月31日）

減価償却費 351,921千円 369,928千円
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（株主資本等関係）

Ⅰ　前第３四半期累計期間（自2019年４月１日　至2019年12月31日）

　　　 　配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2019年６月21日

定時株主総会
普通株式 49,682 3.0 2019年３月31日 2019年６月24日 利益剰余金

（注）2019年６月21日定時株主総会の決議による配当金の総額には、株式会社日本カストディ銀行(旧資産管理サービス

信託銀行株式会社、信託Ｅ口）が保有する当社株式に対する配当金534千円が含まれております。

 

Ⅱ　当第３四半期累計期間（自2020年４月１日　至2020年12月31日）

　　　 　配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2020年６月26日

定時株主総会
普通株式 57,963 3.5 2020年３月31日 2020年６月29日 利益剰余金

（注）2020年６月26日定時株主総会の決議による配当金の総額には、株式会社日本カストディ銀行(旧資産管理サービス

信託銀行株式会社、信託Ｅ口）が保有する当社株式に対する配当金623千円が含まれております。

 

（持分法損益等）

前第３四半期累計期間（自2019年４月１日　至2019年12月31日）

　当社の関連会社はハリマトランジット株式会社の１社ですが、ハリマトランジット株式会社は重要性の観点か

ら、持分法損益等の注記を省略しております。

 

当第３四半期累計期間（自2020年４月１日　至2020年12月31日）

　当社の関連会社はハリマトランジット株式会社の１社ですが、ハリマトランジット株式会社は重要性の観点か

ら、持分法損益等の注記を省略しております。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第３四半期累計期間（自2019年４月１日　至2019年12月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

   （単位：千円）

 報告セグメント
合計

 化学品事業 ホーム産業事業

売上高    

外部顧客への売上高 6,770,677 846,110 7,616,788

セグメント間の内部売上

高又は振替高
－ － －

計 6,770,677 846,110 7,616,788

セグメント利益 548,942 29,282 578,225

 

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な

内容（差異調整に関する事項）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）

利　　　益 金　　　額

報告セグメント計 578,225

全社費用（注） △282,355

四半期損益計算書の営業利益 295,870

　（注）　全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

 

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　　該当事項はありません。
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Ⅱ　当第３四半期累計期間（自2020年４月１日　至2020年12月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

   （単位：千円）

 報告セグメント
合計

 化学品事業 ホーム産業事業

売上高    

外部顧客への売上高 6,087,888 823,036 6,910,924

セグメント間の内部売上

高又は振替高
－ － －

計 6,087,888 823,036 6,910,924

セグメント利益 547,932 55,063 602,995

 

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な

内容（差異調整に関する事項）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）

利　　　益 金　　　額

報告セグメント計 602,995

全社費用（注） △288,580

四半期損益計算書の営業利益 314,415

　（注）　全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

 

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　　該当事項はありません。
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第３四半期累計期間
（自　2019年４月１日
至　2019年12月31日）

当第３四半期累計期間
（自　2020年４月１日
至　2020年12月31日）

１株当たり四半期純利益金額 4円23銭 8円35銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益金額（千円） 69,359 136,948

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額（千円） 69,359 136,948

普通株式の期中平均株式数（千株） 16,382 16,407

  　 　（注）１.潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額は、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　　　　　　　 ２.１株当たり四半期純利益金額の算定に用いられた普通株式の期中平均株式数については、自己名義所

有株式分を控除する他、信託が所有する自己株式（前第３四半期累計期間 178千株、当第３四半期累

計期間 153千株）を控除し算定しております。

 

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

 

２【その他】

該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

2021年２月10日

ケミプロ化成株式会社

取締役会　御中

 

有限責任 あずさ監査法人

　神戸事務所

 

 
指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員

 公認会計士 堀　内　計　尚　印

 

 
指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員

 公認会計士 三　井　孝　晃　印

 

監査人の結論

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられてい

るケミプロ化成株式会社の2020年４月１日から2021年３月31日までの第40期事業年度の第３四半期会計

期間（2020年10月１日から2020年12月31日まで）及び第３四半期累計期間（2020年４月１日から2020年

12月31日まで）に係る四半期財務諸表、すなわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び注記につ

いて四半期レビューを行った。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公

正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して、ケミプロ化成株式会社の2020年12月31日現

在の財政状態及び同日をもって終了する第３四半期累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じ

させる事項が全ての重要な点において認められなかった。

 

監査人の結論の根拠

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期

レビューを行った。四半期レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期財務諸表の四半期レ

ビューにおける監査人の責任」に記載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規

定に従って、会社から独立しており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当

監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

四半期財務諸表に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して

四半期財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示の

ない四半期財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用す

ることが含まれる。

四半期財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期財務諸表を作成する

ことが適切であるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作

成基準に基づいて継続企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任があ

る。

監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視

することにある。
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四半期財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責任

監査人の責任は、監査人が実施した四半期レビューに基づいて、四半期レビュー報告書において独立

の立場から四半期財務諸表に対する結論を表明することにある。

監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に従って、四半期レ

ビューの過程を通じて、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の

四半期レビュー手続を実施する。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められ

る監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な

不確実性が認められると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期財務諸表において、我が

国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して、適正に表示されてい

ないと信じさせる事項が認められないかどうか結論付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不

確実性が認められる場合は、四半期レビュー報告書において四半期財務諸表の注記事項に注意を喚起

すること、又は重要な不確実性に関する四半期財務諸表の注記事項が適切でない場合は、四半期財務

諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明することが求められている。監査人の結論は、四半期

レビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、企業は継続企業

として存続できなくなる可能性がある。

・四半期財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表

の作成基準に準拠していないと信じさせる事項が認められないかどうかとともに、関連する注記事項

を含めた四半期財務諸表の表示、構成及び内容、並びに四半期財務諸表が基礎となる取引や会計事象

を適正に表示していないと信じさせる事項が認められないかどうかを評価する。

監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した四半期レビューの範囲とその実施時期、四半期レ

ビュー上の重要な発見事項について報告を行う。

監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を

遵守したこと、並びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去

又は軽減するためにセーフガードを講じている場合はその内容について報告を行う。

 

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

以　上

 

※１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告書提

出会社）が別途保管しております。

　２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれておりません。
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